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ら臼本の実利用インタ…ネット作りに関わってきた。地

理情報システム� (GIS)についても� 1980年代終わり頃

には� ESRI社のArclInfoを利用し始め.� UNIX系のシス

テムから，クライアント出ザーパー霊のシステムにがi照

会移行していた持織を経験している。� 19争2王手頃にイン

ターネットの世界でハイパ…テキストファイルや闘像を

参照する� WWW(WorldWide Web)ができると，しばら

くしてアメリカのセンサス統計局のタイガ…� (TIGER.

商標になっており，吋bpologicallyIntegr富凶�  G器ogr却為ic 

Encoding翻� dRefc絞叩cing"sy制限の略称〉マッピングサー

ピスが梼始された。そのうPイガーでは� wwwブラウザ上

に滋瀦が表示され，趨勢灘変結果を検索，地図色分け表

示が可能なものであった。このようなサイトを作るた

めのいわゆる� WebGIS構築ツールも商業版が存在し

農業分野は土地利用型農業の統計データとして作付酪

積，収穫量などの統計情報デ…タベースが存在していた

ので，タイガーマッピングサ…ピスと同様に地罷よで指
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ラフ表示を行うシステムを� 1990年代の後半に試作したの

しかし，情報発信できるのはデ…タベースなどのコンテ

ンツを持つ側だけであった。� 

2000 年代に入ると，汎地球測位システム� (GPS) を

利用した位龍情報fすきコンテンツが場加し，カメラfす

き携帯端末の普廷で，農村警告においても利用が考えら

れるようになってきた。また，業界闇体の� OGC(Open 

Geospatial Consortium)や国際標準化機構� (Intemational 

Organization for Standardization)が，地環情報をネット

上で流通させるための規格化作業として.� XML言語を� 

GML言語に，スタンダローンの� GI民地環情報システム〉

で扱う事の出来るラスターレイヤ…'a:'Webで配信する� 

WMS (Web Map Service)規格やベクタ…レイヤー配信

のWFS(Web Feature Service)規格などを制定している。

これらは，� WWWの場合に似て，レイヤ…が別々のサー

バーから発信されでもクライアント側は佼費情報付き

コンテンツを位憤合わせを気にせず，悲しい位韓関係

で凋覧することが可能になるc このような仕組みをジ

オウエブ� (GeoW!ぬYと呼んでいるが，農村部で情報共

有する� g釣に科婦する潜在的ニーズがあると考えられ

る。著者iえ農業幾村地域に普及させる場合に，なる

べく経済的負視が少なくて済むようにオープンソース・

フリーウエア� 1の作成ツールを利用して.農村部での利

用普及を殴るための箸干の取り組みを行ったので，そ

の結果を報告時する。
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Ⅱ　�インターネットを利用したGIS（過去の構築
例など）

著者は，共同で 1998年にWeb GIS構築ツールとして
AutoDesk社の MapGuideを利用したカスタマイズ例を
発表 14,16している。つまり，国際連合食糧農業機関（UN/
FAO）の作物統計データベース FAO-STATのサブセット
であった日本の国際農林水産業研究センターの JIRCAS-
STAT（オラクル社の DBMS上に構築した国別作物統計
データベース）の一部のデータをテストデータセット
としたものである。そのデータをWWWブラウザ上で，
白地図を表示して，その地図から国を指定し，作目，年
次，生産量や作付け面積などを色分け地図表示および年
次間変化のグラフを表示するシステムの試作品を完成さ
せている。システム構成概念図を Fig.1に示す。当時の
MapGuideにはバックグランドのデータから，白地図の
色分け表示程度の機能しかなく，折れ線グラフや棒グラ
フのような表示機能がなかったため，JAVA Appletで表
示するようにプログラミングしている。また，インター
ネット上で公開できるデジタル地図が 1990年代の日本
では見つからなかったため，当初は国境線のみの国別白
地図を使用した。その後に国土地理院の地球地図が順次
公開され，インターネットで配布自由であったので背景
図として用いた。
このようにGISをグラフィック・ユーザ・インタフェー
スとして，バックグランドのデータベースのデータを検
索，表示するシステムをインターネット越しに行うのは，
約 20年ほど前に登場したクライアント＝サーバシステ
ムを利用した GISの LAN部分がインターネットに置き
換えられたとも言える。現在では，GISや地理データを
サーバマシンに置き，クライアントからネット越しに
サーバ資源を使うクラウドコンピューティング的なサー
ビスも存在し，進化しつづけている。
農業関係では，農研機構近畿中国四国農業研究セン
ターが，国土地理院の基盤地図情報を借り受けて，Web 
Map Service（WMS）の配信サービスを行っている。ア

メリカでは，農務省海外農業情報サービス（Foreign 
Agriculture Service of USDA）があり，航空宇宙局や海
洋大気局が取得した衛星データを解析して配信してい
る。イタリアに本部のある国際連合食糧農業機関（FAO, 
Food and Agriculture Organization of the United Nations）が，
GIEWS （Global Information and Early Warning System，汎
地球情報早期警戒システム）などの衛星データと現地情
報や統計データなどを分析して，干ばつ情報，作況情報
などに読み替え，主題図表現や文章表現で発信している。

Ⅲ　ジオウエブ技術 

ジオウエブ技術は，従前からあるWWWがハイパー
テキストのファイルを地理的に異なる場所に存在する
サーバーが発信していてもインターネット上にあれば，
URLを指定して末端のユーザが読むことができるのに
似ていて，Geographic Markup Language（GML）言語で記
述した位置情報付きファイルをユーザが特に意識しなく
ても正しい地理的位置関係で重ねて見る仕組みである。
汎地球測位システム（GPS）やビルや地下街での位置情
報サービス，あるいは携帯電話の基地局との距離からの
位置情報推定など各種の位置情報サービスやスマート
フォン（カメラ，GPS，加速度センサを搭載）の普及で，
位置情報付きコンテンツが増加し，その流通規格が求め
られてきた。スマートフォンでは，すでに位置情報を受
信するだけでなく，利用者の位置情報をサービス提供側
に通知して，その位置情報から販売促進用の情報提供を
したりする新しい商業利用サービスの提供が始まってい
る。ジオウエブもそういった時代背景から規格案が検討
され，国際標準規格が制定されつつある。
ジオウエブ技術は国際標準規格が制定途中のものも

あって，完成されたものではないが，オープンソース・
フリーウエアだけでも構築できるような環境が整ってき
た。しかし，LINUX OS上で開発され，ジオウエブサー
バを構築する手順についても，主として関連する情報技

Fig.1　国際農業統計検索表示システム
Data retrieval and mapping system for international africultural 

statistics
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術群が多いことに起因して，慣れない技術者には常に技
術動向をフォローしているのが難しい。
したがって，現時点で代表的なオープンソース・フリー
ウエアのツール群をどのような手順で構築すれば完成す
るのかを整理し，マニュアル化と必要なライブラリファ
イルなども提供することで，Webサーバ構築運用経験
が少しあれば可能なようにした。
つぎに具体的にジオウエブの構成技術について述べ

る。一般に地理情報システムは，点（ポイントフィー
チャ），線図（ラインフィーチャ），閉多角形（ポリゴン
フィーチャ）の図形要素と，線図長さや面積などの属性
情報を一括して管理するシステムで，データベース管理
ソフトウエアと線図情報を画面表示するソフトウエアの
組み合わせで成り立っている。大胆に概略を記述すれば，
インターネット GISは，これらをインターネット越し
にクライアント PCに表示，検索，編集できる仕組みで
あり，サーバ＝クライアント型のシステムである。ジオ
ウエブはサーバ側にWWWでの発信，クライアント側
にインターネット閲覧ソフトウエア（ブラウザ）で表示，
検索，編集出来るようにする仕組みと言うことが出来る。
したがって，ジオウエブは特別な仕組みではなく，

WWWを利用して緯度経度など位置情報付きの地図類を
配信するために，地理情報を扱えるように規格を整えた
ものと言うことが出来る。国際規格としては，OGC（Open 
Geospatial Consortium）と ISO（the International Organization 
for Standardization）があり，業界団体である OGC規格
から，ISOへ移行途上のものがある。ISO規格もドラフ
ト版を各国で閲覧審議中のものや制定済みのものなど，
審議の進行状況に応じて数段階に分かれている。GML 
（Geographic Markup Language）は，日本の G-XML規格が
持ち込まれ，バージョン 3．xx以降は日本の規格と国際規
格が融合したものになっている。Google社のGoogle Earth

なども類似の規格が OGC規格として認められている（例
えば，OGC KML言語，WMTS; Web Map Tile Service）。

ISOの規格は，ISO19119が地理情報サービスにつ
いての記述，ISO19136が GML言語についての規格，
ISO19128が，WMS （Web Map Service）サーバインタ
フェースに関する規格で地理画像情報を配信する際の
メタデータ交換の記述になっている。これらの規格は
ドラフト審議中のものを含めて，実装したものが商品
として地理情報システムソフトウエア作成各社から販
売されているほか，オープンソースのソフトウエアと
して公開されているものがある。OSGeo協会（the Open 
Source Geospatial Foundation）1が公開している情報（http://
www.osgeo.org/）では，ウエブマッピングソフトウエア
として，GeoServer，Mapbender，MapBuilder，MapFish，
MapGuide Opensource，MapServer，OpenLayersなどを挙
げている。

Ⅳ　�オープンソース・フリーウエアによるジオウ
エブ作成手順

筆者は，OSGeo協会のインストールパッケージを参
考に，オペレーティングシステムとしては，Red Hat 
Linux系の CentOS5を採用した。地図サーバには，アメ
リカミネソタ大学で当初開発されたMapServer5,6,9,10を採
用し，JAVA Scriptとして OpenLayers2,3を付け加えるこ
とで，クライアント側が通常のWWW用のブラウザの
みで，ジオウエブのWMSレイヤーの閲覧が可能になる
ようにした（Fig.2）。
バックグランドでデータベース管理ソフトウエアと

して機能するものに，postgreSQLを採用し，地理情報
を扱えるように postGIS8を加えた。座標変換機能など
は GDALを搭載し，衛星画像などの加工用に GRASSも

Fig.2　ジオウエブの構成図
An architecture of GeoWeb
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採用している。すべてオープンソース・フリーウエア
のみで構築した。具体的なインストール手順は別添 CD-
ROMに譲るが以下に流れを解説する。
ジオウエブを構築するのにオペレーティング・システ
ム（OS）を含めて，すべてのソフトウエア群をオープ
ンソース・フリーウエアだけで構成することが可能で
ある。OSはその場合，LINUX系のものが考えられる。
LINUX特有の管理技術やアプリケーション・ソフトウ
エアのインストールに必要で，相当な数になるライブラ
リ群を適切なバージョンで適切な順番でインストールす
る必要があり，通常はインターネット上に公開されてい
るライブラリをインストール作業が進むにつれて順次取
得してくることになる。しかし，ライブラリのバージョ
ンは適宜改訂されてバージョンが新しくなっており，ソ
フトウエアのインストール手順マニュアルを執筆して
も，執筆時点のバージョンのライブラリが公開停止され
てしまい，入手困難になることがよくある。マニュアル
執筆時のバージョンのライブラリでないと，その後のイ
ンストール作業に支障を来し，最終的に目的とするアプ
リケーションが動作しないケースが多く生じる。また，
OSのパッチの当て方一つをとっても，時間が経ってマ
ニュアル執筆時とサービスパックなどのインストール手
順そのものが変化することもある。従来は，この分野に
慣れている技術者でなければ，インストールそのものが
成功せず，ジオウエブの入り口に立つことも難しかった。
したがって，誰でもインストールできて利用が可能にな
るジオウエブの普及をめざすには，LINUX系 OSとそ
のアプリケーションソフトウエアが抱えるこの問題の解
決策が重要である。
筆者が考えた解決方法は，必要なライブラリ群なども
含めたインストール用ソフトウエア集 CD-ROMを作成
することであった。このインストール用 CD-ROMを用
いることにより，オペレーティングシステムなしの低価
格のサーバ用ハードウエアを購入（ただしCPUは64ビッ
ト仕様）して，半日程度あれば，オペレーティングシス
テムの導入から，バックグランドで動かすデータベース
管理ソフトウエア，アドオンのソフトウエア（postGIS
など），ジオウエブ作成ソフトウエア（MapServer，
OpenLayersなど）の導入インストール作業が可能であ
る。
具体的なインスト―ルの流れは，最初にオペレーティ
ングシステム（OS）なしのＰＣを用意する。CPUが
サーバ用には 64ビットである場合が多いが，32ビット
CPUかどうかでインストールパッケージも異なること
に注意する。本論では 64ビット CPUのマシンについて
記述する。CentOS5.4 のインストールイメージをダウン
ロードし，インストールパッケージの表示に従ってＯ
Ｓをインストールする。次にWebサーバとして Apache
をインストールする。cおよび c++言語等のコンパイラ
gccなどのインストールを行う。その後に，データベー

ス管理ソフトウエアとして，PostgreSQLをインストー
ルする。投影法変換ツール proj等をインストールする。
PostgreSQLに地理情報を扱い易くするため，postGISを
インストールする。ライブラリ類を追加し，PosgreSQL
上に PostGISを組み込んだテンプレートを作成する。こ
こまでで，地理情報（緯度経度付きデータ）をデータベー
スで扱う準備が整った。
つぎにMapServerをインストールするのに必要なパッ

ケージの導入を行う（lippng-devel，freetype-devel，gd-
devel，curl-devel，agg-devel，libtiff-devel，python-devel，
numpy，gdal-array，libgeitiff，liviconv，gd）。これらの
ライブラリをシステムに反映させるため，ldconfigを
実行させる。ここまででMapServerのインストール環
境が整うので，MapServerのインストール作業を行う。
MapServerを利用するための作業環境として，作業用
ディレクトリを生成する。

MapServerで，地図情報を登録したあと，スクリプ
ト言語 JavaScriptで配信して，クライアント側が通常の
webブラウザを用意するだけで，プラグインなどの作業
をしなくても地図表示が可能になるように，OpenLayers
をインストールする。以上で，MapServer+OpenLayers
で地理情報の配信が可能になった。
あとは，サーバとしての作り込みになる。まず，ウ
イルス対策ソフトウエアの導入として，ここでは Clam 
Antivirusを導入する。その後は早速，ウイルススキャン
を実行する。
以降は，ジオウエブサーバを実際に作り込んでいく作
業を述べる。ジオウエブ構築に必要な地図や画像デー
タなどは，LinuxOSの場合，"/opt/geoweb"ディレクト
リに格納するので ,ファイル属性をMapServerが参照で
きるように変更する。次に現場データ登録用にデータ
ベースを作成する。perl言語を使えるように環境を整備
（DBDpg，Text-CSV，Text-CSV_XS，Jcodeをインストー
ル）する。このあと，LinuxOSでは，/var/wwwとなる
webサーバの環境構築を行う。Apacheの再起動を行い，
環境設定をシステムに反映させる。ここまででジオウエ
ブに基本地図が導入され，現場データ（位置情報の緯度
経度情報付き）の登録が可能になって，ジオウエブサー
バとして機能するようになった。ネットで公開すれば，
ネット越しに各種情報をクライアントがブラウズ出来る
ようになる。（必ずしもインターネットに接続しなくと
も，LANに接続して内部利用のサーバとして運用する
ことも，サーバ内でクライアント用ブラウザで利用する
ことも出来る。）
衛星データをジオウエブの情報として発信するために
は，購入データの幾何補正やフォールスカラー画像合成
などの処理を行った後に，Tiff画像形式等で出力しなけ
ればならないので，GRASSパッケージ等の導入が必要
になる。
試作したジオウエブをクライアントのインターネット
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ブラウザで閲覧した例を Fig.3に，ジオウエブ作成手順
マニュアルとその改訂増補版の CD-ROMの外観を Fig.4
に示す。

Ⅴ　実証実験（N土地改良区連合）

１　�ジオウエブの規格の実用性を試すための実�
験 7）,12,13,15,17,19

ジオウエブは，WWWの情報規格からいわば派生し
た位置情報付きの情報発信であるともいえるが，単体の
地理情報システムで実現していた緯度経度付きの地図画
像，線画データの配信がインターネットでうまく伝達で

きて ,クライアントのブラウザ上できちんと正しい位置
関係で重ねられるか，実用的な描画速度で描画できるか
などの点は，確かめる必要がある。ブラウザにも一般
ユーザが使っているWWW用のブラウザで表示する場
合と，WMS（Web Map Service）などの位置情報規格の
配信レイヤーを表示する専用閲覧ソフトウエア（たとえ
ば Quantum GIS）の両方で確認したい。TCP/IPプロト
コルのインターネット技術の歴史は，理論家が否定的で
あった音声 ,画像 ,動画の転送を実際に行ってみて，改
良を加えながら発展してきたので，ジオウエブ技術も同
じように実証実験を行って問題点を調べて，改良してい
く必要があると考えた。

２　実験サイトのニーズ
実証実験を計画するにあたって，ジオウエブの潜在的
なニーズがある地域を選定した。具体的に選んだ地域は，
関東地方の土地改良区で，夏に雷雨が多く，地形的に一
定の地表面流出が幹線用水路に流れ込むので，水路があ
ふれないように河川放流ゲートの開放や流入したゴミを
取り除くスクリーンの清掃に気を遣う地区である。関係
する自治体の防災担当係，消防，気象官署など，縦割り
行政の中で情報共有をして，局地的な洪水が発生しない
ように，また，住民の避難などにも役立てたいという地
域である。土地改良区の職員数も最小限の人員になって
いるので，夏の夕方に雷を警戒して用水路監視操作パネ
ルに監視員を置いた上に，実際のゲートはきちんと開閉
しているか，流入したゴミを取り除く必要があるかなど
を現場に実際に確認に行く必要があり，そのような現場
に出る人員まで毎日配置できるほどの余裕がなくなって
きているのが現状である。操作パネルの監視員がいった
ん現場に行ってしまうと，操作パネルを監視することが
出来なくなってしまうという問題が生じている。そこで
情報技術を用いて，関係機関と情報交換しながら，水路
の安全管理も行いたいし，出先から水路の状態監視もし
たいなどの要望があることがわかっている。
そこで，関係機関が持つ固有の情報，例えば，土地改
良区は水路の路線図，ゲートの位置や開度情報，気象官
署は雷雨の雨量などを，それぞれの機関がジオウエブを
立ち上げて，情報公開，情報共有することを計画した。

３　実験サイトの実験条件の調査
実証実験サイトの実験条件の確認を現地で行った。ま
ず，インターネットの接続環境は，もともと存在してい
た LANから外部へ出ていくように接続され，ファイアー
ウールなしにローカルルータに固定 IPアドレス（イン
ターネットのグローバルアドレス）を割り振っていて，
ルータの DHCP機能により，電源が入って LANに接続
されているルータ配下の機器に対して，その都度動的に
ローカル IPアドレスを割り振っている。LANに接続し
ているデータベースサーバには，セキュリティ対策が，

Fig.3　試作したジオウエブをクライアント用インターネット
ブラウザで閲覧した例

A sample image in a client's browser from the prototype GeoWeb

Fig.4　ジオウエブ作成手順マニュアルとその改訂増補版の CD-
ROM

A manual how to implement a GeoWeb server and its revised CD-
ROM
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導入初期のものしか施されておらず，SQLインジェク
ションなど，外部から不正に情報を盗み出すなどの，ハッ
カー対策は不十分であった。情報セキュリティ対策を現
在の水準まで引き上げるには，余分なコストがかかるこ
とと，これらを無視してジオウエブサーバを LANに接
続することにより，他の機器に対する影響や情報流出な
ど悪影響が出ることが考えられ，それを避ける必要が
あった。
一方，土地改良区の固有の情報は，用水の使用量と料
金の課金情報などで，個人情報保護の観点から公開は難
しいので，公開可能なものとして用水路線図を用いるこ
とにした。気象官署の気象データも公開されているが，
表形式のデータであったり，既存のWWWサーバから
jpg形式などの画像で配信されていて，衛星画像などで
用いる幾何補正処理済み位置情報付き画像ではなく，受
け取ったデータをWMSなどのジオウエブ用データで再
配信することも難しい。そこで，著者自ら雨量計を取り
付けて雨量観測を行うことにした。時期的に夏を過ぎて
実験を実施したため，実証実験はまず，他の地区で夏の
間に観測した実測データとその積算雨量を用いることに
した。

４　仮想実験の内容
ジオウエブを複数台立ち上げて，クライアントから
その情報を閲覧する実験を計画した。土地改良区内の
LANにジオウエブを設置することが，情報セキュリティ
の観点から難しいので，仮想的な環境で実験を行うこと
にした。1台目のジオウエブサーバは，マニュアルを作
成した LinuxOSで作成し，ベースマップとして，オー
クニー社からMapServer用に販売されている日本地図を
収録した。この販売されている地図は，レイヤー数が
非常に多く，クライアントのブラウザで表示する際に
描画時間がかかりすぎるので，簡略化したデータのみ
で形成するレイヤーも用意した。その他に，ALOS衛星
の AVNIR-2データのフォールスカラー画像を登録した。
現場データとして，積算雨量のグラフを指定した緯度経
度位置に登録し，ブラウザ画面で青旗印を表示して，そ
こをクリックすると積算雨量グラフが現れるようにし
た。セキュリティ対策としてウイルス対策ソフトウエア
Clam AntiVirusを導入した（Fig.5，Fig.6）。
次に 2台目のジオウエブサーバとして，  マイクロソフ
ト社WindowsXP OSのノートＰＣに地図データとして
用水路線図データを登録し，WMS（Web Map Service）配
信およびWFS（Web Feature Service）が可能なようにし
た（Fig.7）。
土地改良区など農村部の多くの機関で，インターネッ
ト接続には，一般家庭と同様に，外部からインターネッ
トルータに固定 IPアドレスを割り振って繋ぎ，その配
下には動的にローカルに IPを振る DHCP機能で接続し
ているので，ジオウエブサーバを接続して，インターネッ

トの世界（外部）から，ローカルルータ内部にあるジオ
ウエブのページを見るには，ルーター下のWWWサー
バー Apache用にポート番号 80を設定して，インター
ネットの外部から webページ閲覧のリクエストが来た
場合にジオウエブのページに誘導するように，静的 IP
マスカレード接続の設定をローカルルータに対して行う

Fig.5　1台目のジオウエブにＮ土地改良区の現場データを登録
した例（画面中央の青旗印）

  A sample registered in situ data indicated as a blue flag mark in 
the center of the image for the No.1 GeoWeb

Fig.6　1台目のジオウエブの画面の青旗印をクリックして現れ
る積算雨量図

A total rainfall chart come out when the blue flag mark clicked for 
the No.1 GeoWeb
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必要があった。

実験は.土地改良区なと'の農林関係の機関の状況を模

して実験を実施した。具体的には.� MAFFfN(Ministry of 

Agriculture. Forestry and Fisheries Research Network，農林

水産省研究ネットワーク )に接続した� l台目のジオウエ

ブは.� MAFFIN外部のインターネットから，特定の閤

定� IPアドレスの特定ポートだけが見えるように設定し

ている。無線ロ カルルータにその固定� IPアドレスを

振り，外部から来た� WWWページ閲覧要求を，ローカ

ルルータに接続した� l台目のジオウエブの特定ボートに

振り向けるように.ローカルルータ上で� IPアドレスマッ

ピングを指定して (静的� IPマスカ レード接続)おいたO 

2台目のジオウエフは，協力企業の民間ネ ットワークに

同様に静的� IPマスカレード接続でインターネットに向

けて公開した。

マニコアル化したジオウエブでは.� MapScrvcrに加え

て OpenLayersを利用しており，クライアントは� WMS

レイヤーを 閲監する場合でも，通常用いているイン

ターネット閲覧ソフトウエア(ブラウザ)を用いれば

よし~念のため， クライアント用、ノ フトウエアとして，� 

QuantumGISでも閲覧することにした。ここまでで.サー

バからの配信準備が整ったので，次にクライアント側の

受信実験を行った。

産業技術総合研究所がシームレス地質図を.防災科学

技術研究所が地すべり地形分布図をジオウエブの� WMS

レイヤーとして試験配信しており，改めてデータ登録 し

なくても利用が司能であったため，それらのデータレイ

ヤーを活用した。インターネット上で先行して� WMS配

信を行っている農研機構近畿中国四国農業研究センター� 

Fig.7 2台目のシ，';tウエプから配信する� N土地改良区の用水路

線図� 

A roule map ofirrigalion canal in N land improvemenl district 

行omthe No.2 GeoWeb 

の� FfNDSサーバーの基盤地図情報と，シームレス地質

図，地すべり地形分布図 今回作成したジオウエブの日

本地図， もう一台のジオウエブから配信している用水路

線図および現場データとして積算問i苛グラフを.クライ

アントのブラウザで重ねて表示する実験を実施した。

最初は� WMSレイヤーの測地系の違いから，海岸線

が最大で� 200m程度のズレが生じたため.� iHO地系を世界� 

isIJ地系測地成果� 2000に変更した。このほか.配信fP.IJの� 

WMSレイヤーにあまり多くのレイヤー数の情報を盛 り

込むと， クライアントの描画に時間がかかるので，適切

な情報最にする方が良い。

ジオウエブサーバーは，� WWWの� 種と考えれば.A

インターネット上で公開するときに.� Webの情報セキュ

リティ対策を考感しなければならない。専門家にネット

のセキュリティ監視を依頼するならばI サーバの運用コ

ストとして考慮しなければな らない点であるc また.既

存の構内� LANにジオウエブを接続し ようと計画して調

ある課金情報データで、査して判明したのは.個人情報

ベースサーバなどが.構内� LANに接続され.当初はイ

ンターネットへ直接つながっていなかったと恩われ，そ

のため，データベースの情報セキュリティ対策が設置当

時のままであることがわかった。インターネットへの接

続も，フ ァイアーウオールの設定が，システム導入当時

の設定のまま古い水準に留ま っていた。ジオウエプの普

及をめざすには.今後，既存の情報システムのセキュリ

ティレベルを現代の水準まで引き上げる必要があり，普

及時のコストとして見込んでおく必要が考えられる。

実証実験で作成した具体的な例は.� Fig.5に N土地改

良区の現場データを青旗印で登録した例図を，Fig.6に

その登録したデータを背肱印をダブルクリ ック して現れ

る図を.Fig.7に2台目の ノート� PCのジオウエブから

配信する用水路線図を示した。QuantumGISでも同様に

表示されることを確認した。� 

VI 東日本大震災災害情報共有プラットフォーム� 

1 概要

実証実験のために試作した� LinuxOS(CentOS)のジオ

ウエブは.� WWWと同じようにネ ット上に分散して配

置されたサーバから発信されたデータを，クライアント

はブラウザ上でまとめて閲覧することが可能である。 し

かも.ジオウエプの場合は自動的に地理的位置合わせを

した状態でクライアントが情報を閲覧できる。 したがっ

て.災害情報として公開データを持つ機関がそれぞれジ

オウエブでデータ配信をすれば，災害情報共有が可能に

なるプラットブオームとして活用できるはずで、ある。

具体的にLi. 2011年3月日日に起きた東 日本大震災

の被災地域を支援するために関係者で情報共有する仕組

みに改修した。登録した情報は，著作権や個人情報保護

の観点から所内限定の� LAN上で閲覧できるようにし，
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情報登録もサーバー管理者のみに限定した。所内用の
LANで閲覧できるだけでも，関係部署間で情報共有が
図れると考えた。

２　試作レイヤー構成とデータ
改修したレイヤーは，内部地図として宮城県を登録し，
初期表示画面に JR仙台駅北側にある東北農政局の入る
合同庁舎付近を中心座標とした。表示速度を考慮して情
報量を落とした簡易版（内部レイヤーが少ない）と，全
部の情報を表示する版とを用意した。また，RESTEC11）

（一般財団法人　リモート・センシング技術センター）
が公表した災害前後の衛星画像地図（GeoPDF形式）は，
地理上の位置情報つき画像であるが，ジオウエブで直
接扱えない形式であるため，通常の geotiff形式にして，
阿武隈川河口近くの画像のみ登録した。国土地理院基盤
地図情報については，近畿中国四国農業研究センターが
WMS配信している FINDSサーバの情報も表示する選
択ボックスも設けた。加えて，土地改良区等が日常の施
設管理で用水路の補修必要箇所の調査などを行った場合
に，位置情報付きの現場写真などを登録可能なように「現
場写真」という選択ボックスも設けた。この現場写真の
登録は，サーバ管理者しか行えない。登録した現場デー
タは，数種類のアイコンから選んだアイコンを表示し，
クライアントがダブルクリックすると，本体の写真が現
れるようになっている。

３　実際の画面
試作した東日本大震災ジオウエブの初期画面を，

Fig.8に示す。宮城県 JR仙台駅周辺を中心に表示される。

近中四農研センターが，WMS配信している国土地理院
基盤地図情報を重ねて表示した例が，Fig.9である。現
場データの代わりにサンプルとして松島瑞巌寺マップを
登録した例を Fig.10に，阿武隈川下流部の津波前後の
衛星画像（RESTECが公開）を重ねた例を Fig.11に示す。

４　パフォーマンス（使用感）
今回の東日本大震災のようにおおまかに 4県にまたが
る広域になると，シームレスにデータを扱おうとすると
一つのレイヤーの地図データが大きくなり，クライアン
トのブラウザで表示開始するまでに時間を要する。この
ため，サーバ上のいくつかのレイヤーに分けておくと，
今度はMapServerの表示方式がタイル状にデータを保持
するため，非常に広域の地図表示は試作品ではよくでき
ず，さらなる工夫を考える必要があった。衛星画像地図
は，フォーマット変換を繰り返しているうちに，表示し
たときに黒抜きの空白区画が生じてしまう。解決方法は
見つかっていない。現場データをサーバ管理者（兼デー
タベースの管理者）に送付してから，管理者が登録する
のは，使い勝手が悪く，現場に持ち出したスマートフォ
ン等から直接登録できるシステム開発が求められる。

Ⅶ　結　言

ジオウエブをオペレーティング・システムの段階か
らはじめ， ジオウエブ構築に関わるソフトウエア全てを
オープンソース・フリーウエア群で構成するための手順
をマニュアル化した。さらに必要なライブラリ群を納め
た CD-ROMを作成し，誰でも少しコンピュータに関す

Fig.8　試作した東日本大震災ジオウエブ（宮城県 JR仙台駅が中心座標）
An experimental GeoWeb for the purpose of helping Higashi-Nippon earthquake recovery
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る普通の知識があれば，作成できるようにした。そのジ
オウエブを用いて，農村地域における情報共有に関する
若干の実験を行い，ジオウエブの有効性を示した。
ジオウエブの普及に当たっては，既存の情報システム
の情報セキュリティレベルを導入時の水準から現代のレ
ベルに一様に引き上げることが求められ，そのためのコ
ストも見込んでおく必要があることが，実証実験から判
明した。農学分野では，ドベネックの桶の例えで知られ
ている肥料に関する「リービッヒの最小律」で桶の中の

水の量（作物収量）が，桶の板の一番低いところ（作物
に必要な栄養素，水，温度，光の供給される量）に規定
されるが，情報システムの安全度を作物収量に例えると，
統合される情報システムの構成要素（データベースサー
バ，PC，統合前の個別のネット）の情報セキュリティ
レベルの一番低いところのセキュリティレベルに全体が
規定される。また，ジオウエブはサーバの一種であるの
で ,　情報発信に当たっては，情報セキュリティ監視を
行い，データベースから個人情報流出などの事態が生じ

Fig.9　国土地理院基盤地図情報WMSレイヤー（近中四農研センター）を重ねて見た図
a figure overlaid the WMS layer of GSI's Basic Map(provided by NARO/National Agricultural Research Center for Western Region)

Fig.10　現場データの代わりにサンプルとして松島瑞巌寺マップを登録
To register the map of Matsushima-Zuiganji temple instead of in situ data
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ないようにすることが求められ，このセキュリティ監視
コストも見込む必要がある。ジオウエブで情報共有する
には，検討段階で，機関固有の情報で公開出来る範囲を
整理しておくことも必要である。
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島lakingArrangements for the Procedures of 

GeoWeb Implementation and Its Trials 

on Information Sharing in Rural Areas 


YAMADA Yasuharu 

Summary 

The GeoWeb is a sort of the modified Wor1d Wide Web interconnected geographic information SOl主将 esand 

processing services by悶� ing Open GIS Co邸側初出�  orISO雪ss縦 街 地.B滋tits procedures of Geo Web impl蹴� enta-

tion have not been wel1known among irrig説。設悲ngineersand staffs of 1詣ndimprovement districts，especially using 

only open source so公明reand operating systems. The author made ar捌� 19ementsfor such procedures of Geo Web 

implem号凶器録。滋講ndproduc秘書ome∞piesoft初 m詰nualCD-ROM. A land improvement district and an area for the 

Higashi-Nippon disaster resto回 ionsupport were selected as its trials on informa“on sharing in rural ar儲$禽有志結語uthor

会:>undsome obstacles and di侃� culties，such as informaion 必two~s館町ity， personal data protection， its mainti加鵠ce 

expenses，for the Geoweb disemination. 

Keywords: Geo Web，open source so食ware，information s治的ふ� GIS 


